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1.は じめ に

小学校教育における 「体育科」の目標に関 して,

文部科学省の学習指導要領1)で は,r体 育や保健の

見方 ・考え方を働かせ,課 題を見付け,そ の解決 に

向けた学習過程を通 して,心 と体を一一体として捉え,

生涯にわたって心身の健康を保持増進し豊かなスポー

ツライフを実現するための資質 ・能力を次のとおり

育成することを目指す.(1)そ の特性に応 じた各種

の運動の行い方及び身近な生活における健康 ・安全

にっいて理解す るとともに,基 本的な動きや技能を

身にっけるようにす る.(2)運 動や健康についての

自己の課題を見付け,そ の解決に向けて思考 し判断

するとともに,他 者に伝える力を養 う.(3)運 動 に

親 しむとともに健康の保持増進と体力の向上を 目指

し,楽 しく明るい生活を営む態度を養う』 と記 して

いる.

運動領域 にお け る 「水泳運動系」 の内容は,低 学

年で は 「水遊 び」,中 ・高学 年で は 「水泳 運動」 か

ら構成 され ている.「水遊 び」 の 内容 は(1)水 の中

を移動 す る運 動遊 び,及 び(2)も ぐる ・浮 く運 動

遊び とな ってお り,一 方 「水泳運動」 の内容は(1)

浮いて進む運動,(2)も ぐる ・浮 く運動,(3)ク ロー

ル,(4)平 泳 ぎ,及 び(5)安 全確保 にっ なが る運

動,と な って いる.

本研究は,熊 本市立TN小 学校児童の水泳授業を

観察することにより,児 童の水泳授業に対す る取 り

組みや泳 ぎ方,泳 力を観察 ・分析 し,必 要に応 じて

指導 ・助言を行うとともに,指 導者(教 員)の 指導

方法や指導における課題や悩みを聞き取り,そ の改

善に向けて取 り組むことを目的とし,そ の実践結果

をここに報告する.

2.授 業観察 にお ける意 見 ・感想

お よび指 導 ・助言

①平成30年6月21日(木)5限(13:30-)

3年 生1-3組

*3年 生3ク ラスで プールの授業,担 当教員3名

*整 列 ・準備運動 の後,ク ラス毎 に水慣れ,10秒 間

息止め,10mウ ォーキ ング等 を行 う.

*泳 力別 に3コ ー スに分かれ る.

上級,中 級 コースの子供 たちは25mプ ールを 「ク

ロール」泳 で何度 も泳 ぐ練習(図1～3).初 級

コース の子供 た ちは水 深0.6mの 浅 プー ル にて,

顔っ け,足 バ タバ タの練習.

*初 級 コー スの泳 ぎが苦 手 な10名 ほ どの子供 たち

の様子:顔 を水 につ けるのが苦手 な ようで,水 に

入 って もす ぐに顔を水面か ら出 して しまう.息 苦

しさに耐 え られ ない,息 が続か ない ことも一因か

も しれ ない.3年 生 全体 の泳力 レベ ルア ップのた

めには,こ の初級者 の子供たちが,何 とか 「クロー
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ルで前に進むことができる」という成長が重要な

課題と思われる.

② 平成30年6月22日(金)5限(14:10-)

5年 生1-3組

*5年 生3ク ラスで プールの授業,担 当教 員3名

*3ク ラスの 内2/3は 初級 ・中級 に分 類 され,残

り1/3が 上級 となって いる.

*初 級 ・中級 の児童 は,平 泳 ぎが 「進 まない」 「浮

か ない」 「水 が怖 い」 とい った児童 が多 く,ビ ー

ト板を用いて体を浮かす練習か らカエル足の習得

が必要であ る.

*上 級 コース の児 童 は ビー ト板 無 しで何 とか25m

以上平泳 ぎで泳 ぐことがで きるが,足 の使 い方が

あお り足 になってい る児童が多 くみ られ る.

*初 級 ・中級 コースの児童 は,蹴 伸 び ・ス トリー ム

ラインがで きてい ない.

*課 題 と しては,蹴 伸 び ・ス トリームラ インを学習

し,平 泳 ぎの足 の使 い方 を習得す る ことである.

④平成30年6月28日(木)5限(13:30-)

3年 生1-3組

*準 備運動 ・水慣れ(ク ロール泳).

*上 級班(約40名),中 級班(約40名),初 級班(8

名)に 分かれ る.

*上 級班 と中級班 は,25mを ク ロールで泳 ぎ,歩 い

てス ター ト位置 に戻 り,こ れ を繰 り返す.

*初 級班 は,深 さ0.6m小 プール(全 長 約10m)に

て,蹴 伸 びか ら腕 を前 方へ伸 ば した まま,ク ロー

ル足バ タバ タで進 む練習.「 ひざを 曲げす ぎる」,

「体 が左右 にぶれす ぎる」,「下半 身 が沈ん で しま

う」 な どの特徴 のため,な かなか前 に進 ま ない.

ひ ざを 曲げす ぎない ように して膝か ら足先全体で

力強 く水を打っ ように指導 し練習を繰 り返す.

*初 級班 だけで な く,中 ・上級班 の児童 全体 で足 の

バ タバ タの力が弱い.ま だ3年 生 なので筋力の発

達が不十 分 なた めであ ろう.水 慣れ の段 階か ら,

蹴伸び～足バ タバ タの反復練習 が必要 な旨,担 任

の先生 には伝え る.

③ 平成30年6月22日(金)6限(15:00-)

6年 生1-3組

*上 級班:25m往 復 クロール練 習.

*中 級 班:ク ロー ル25m練 習(歩 いて ス ター ト位

置に戻 る).

*初 級 班:浅 い0.6mプ ール にて蹴 伸 び ・足バ タバ

タ練習.

*5年 生 に比ベ クロールや平泳 ぎはか なりで きてい

る.6年 生 の3/4近 くは何 とか25mを 泳 ぎ切 る

ことがで きてい る.

*泳 げない児童 では,蹴 伸び とス トリーム ライ ンの

習得が必要.両 者 は水泳 の基礎 となる.

*泳 げ ない児童の特徴:足 全体(下 半身)が 水中 に

沈む.顔 が上 方 に上 がる.腕(特 に左 腕)が 水 中

か ら出て こない.

図2水 泳の授業風景②

⑤平成30年7月5日(木)5限(13:30-)

3年 生1-3組

*準 備運動 ・水慣 れ(蹴 伸 び ・バ タバ タ足,ク ロー

ル泳).蹴 伸 び ・バ タバ タ足 の練 習 に も っと時間

を取 った方が 良い.

*上 級班(約40名),中 級班(約40名),初 級班(7

名)に 分かれ る.

*前 週 同様 の授業 ス タイル.何 回も反復練 習す るこ

とにより徐 々に上達 してい くと思われ る.

*初 級班 の子供 を指導す る.足 のバ タバ タが なか な

かで きてい ない.腕 の動 きを加 え ると,足 のバ タ

バ タを忘れて しま う.そ の結果 と して,足 のバ タ

バ タのみ よ りも前 に進 まな くな ってい る.そ れぞ

れの動 きの反復練習 により,筋 力強化 とともに徐 々

に動 きがス ムー スになって い くと思われ る.

*上 級班 ・中級班 のクロール泳の課題;① 息継 ぎが

上手 にスムースにで きない,② 腕 をま っす ぐ前方

に出 してい ない,③ バ タ足 の蹴 りが弱 い,あ るい

は足全体が水 中に沈んで いる,な どの課題 がみ ら

れた.

⑥平成30年7月10日(火)2限(9:55-10:45)

5年 生1-3組

*準 備運動 ・水慣 れ(座 ってバ タバ タ脚,水 中潜 り,

大 の字浮 き,蹴 伸 び ・ク ロール泳).座 ってバ タ

バ タの 際 に足 関節 が90度 の児童 が数 多 くみ られ

る.足 首 を伸 ばす指導 が必要.

*「 大 の字浮 き」 に加 えて,体 をま っす ぐ伸ば した
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「鉛筆浮 き」 を取 り入れ ては どうか.そ の際,下

肢が沈 まない ようにす るには どうすれば よいかの

指導が必要.

*ク ロール と平泳 ぎの 「コツ」 を説 明 し,実 際 に泳

いでデモを行 った.

*児 童は25m往 復の記録会を実施.

*体 の使い方が うま くいか ない ・体のバ ランスが悪

い児童,基 本的 な泳法 がで きて いない児 童が 目立

つ.

*3人 の担当教員だけでは個別に対応す るのが難 し

い状況の中で,特 に体の使い方や正 しい泳法を個

別に指導するための第4の 指導者の必要性を痛

感する.1コ マ45～50分,付 きっ切 りで指導すれ

ばかなりの改善がみられるように思われる.5年

生という学年ではそのようなち ょっとした指導で

目覚ましい改善が期待できる.

⑦ 平成30年7月10日(火)3限(10:55-11:45)

2年 生1-3組

*水 に顔 を付 け られ ない児童や,水 に恐怖 心を持 っ

てい る児童約10人 に個別指導を行 った.

*「 水中 ジャンケ ン」や 「水中で鼻か ら息を吐 き水

中 シ ャボ ン玉を見 よ う!」,手 を水底 にっ き足 を

延ば して手で水中を進む 「ワニ さん歩 き」 とい っ

た遊び を取 り入れ ることで,水 に顔 をっ け る抵抗

感が弱 ま り,8割 程 の子供 が水 中に顔 を付 けられ

るようになった.

*2～3人 の児童 は,そ れ で も顔 をっ ける ことがで

きず,か な りの恐怖心 を持 ってい る.徐 々に慣 れ

る必要が ある.恐 怖心 以上 に興味 を持 て るよ うな

遊びの要素を取 り入れた指導の工夫が必要であ る.

*3人 の教諭 で3ク ラスを指導す るので,個 々の子

供へ の個別対応,特 に水に恐怖心 を持 ってい る児

童の指導 は難 しい.第4の 指導者が その任 に当た

るのが理想で あ るが,人 員 に余裕が ないのが現実

であ る.

⑧平成30年7月12日(木)5限(14:00-14:50)

3年 生1-3組

*準 備運動 ・水慣 れ(蹴 伸 び ・バ タバ タ足,ク ロー

ル泳).

*各 組 ごとに何m泳 げるか を測定 した.

*1組 ～3組 の クラス に よ って子 供 たち の泳 力 に

は,か な りの差 がみ られ る.

*浅 い プー ルで10数 名 の泳 ぎの苦手 な子供 の指 導

を行 う.大 部分が 「腕」 を ま っす ぐ伸 ば し切れて

いない.プ ール を出て,腕 を伸 ば した ク ロール泳

の動 きを空 中で指導 した後,そ れ を水 中で実践 さ

せた.空 中ではで きていた子供 も,水 中で は腕が

曲 った り,腕 の回転不 足が 目立 っ.恐 らく筋力不

足が原 因か と思われ る.身 体 の成長 にっれて体格

もよ くなり筋力 も付 くことで今後改善 され ると思

われ る.

*泳 ぎが苦手 な子供たち も意欲 的に取 り組み,楽 し

んで プールを行 って いることには希望が持て る.

*上 級 ・中級組は25mを 何度 も泳 ぎ込 んでい る.

*所 感:泳 げない児童の特徴 は,腕 の動 き,脚 の動

き,体 幹 の動 きが統 一 され てお らず,体 全体 がバ

ラバ ラ ・グニ ャグニ ャな状態で泳 いでいる.筋 力 ・

体力不足 とボデ ィーバ ランス に欠 けて いるようだ.

ス トリー ムラインを きれい に作 って 「蹴伸び～バ

タ足 」 の基 礎 練習 を毎 回取 り入れ て か ら,泳 法

(ク ロール)練 習 に入 る ような授業 の組み 立てが

必要 と思われ る.

⑨平成30年7月13日(金)2限(9:45-10:30)

4年 生1-3組

*準 備運動 ・水慣 れ(蹴 伸 び ・バ タバ タ足,ク ロー

ル泳).

*泳 ぎの苦手 な児童15名 を指導す る.ク ロールで腕

が きれ いに回 らない,体 が 曲が った状態 で泳いで

いる,息 継 ぎがで き ない などを個別 に指 導す る.

息継 ぎで頭が上 に向 いて下半身が沈み前 に進 まな

い,腕 が回 らな い,と い った様 子が 見 られ る.真

横をむ くような泳法 を指導す る.

*そ の他 の児童 は,25mプ ール を横方 向に何度 もク

ロールで泳 ぐ反復練習を行 った.

*3年 生 に比 べ4年 生で は体 も大 き くなり,力 強 い

腕の動 きで クロールがで きてい る.

*所 感:泳 ぎの苦手 な子の指導で まず大事 なことは,

蹴伸びか らス トリー ムラインを きちん と形成す る

こと,そ の状態で腕 を大 き く回す ようにす ること,

息継 ぎは横を 向 くこと,と い った順序 で教 え,習

得 してい くようにす る.
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⑩ 平成30年7月17日(火)3限(10:45-11:30)

2年 生1-3組

*水 に顔 を付 けられ ない子,苦 手 な子7～8名 を指

導す る.

*遊 び の要素 を取 り入れ,水 に慣れ恐怖感 が薄れて

い くことを 目標 にす る.ほ とん どの男子 は顔 をっ

けて水 中にも ぐることがで きるよ うに なった.一

部の女子 は全 く顔 をっ けることがで きない.何 か

の き っか けで急 にで きるようにな ることもあ る.

焦 った指導で恐怖 感を増幅 させ る ことな く,徐 々

に水 に慣れ抵抗感を薄めてい くような粘 り強い指

導が必要であ る.

⑪ 平成30年7月19日(木)5限(14:10-15:00)

3年 生1-3組

*各 組で準備運動,水 慣れ(蹴 伸び,バ タ足,ク ロー

ル).

*泳 力25m以 下 の児童(全 体 の約5割)は,プ ール

の横 サ イ ドを泳 ぐ.泳 ぎの特徴 と して は,蹴 伸 び

か らのバ タ足 が うま くで きて いない.ク ロールの

動 きが スムースで な く,体 幹の ライ ンがま っす ぐ

にな って いない児童が 目立っ.下 半身 が水 中 に沈

んでい る.息 継 ぎが上手 にで きていない.

*泳 力25m以 上 の子供(全 体 の約5割)は,プ ール

の縦25mを 泳 ぐ.

*代 表者 による25mリ レー.

*余 った時間10分 程度,自 由に水遊 びを行 う.

*3年 生 のほぼす べての児童が,水(水 中)に 顔 を

つ ける ことがで き,授 業を楽 しんで いる.2年 生

と比較 して成長 がみ られ る.し か し泳 力に関 して

は これか らの課題であ り,恐 らく身体の成長に伴 っ

て,次 年度は筋力 も泳 力 も飛躍的 に伸 びてい くだ

ろうと期待が持て る.

3水 泳授業指導教員を対象 とした実技指導

およびアンケー ト調査,そ の結果と検討会

について

平成30年7月27日 午後,水 泳の授業 を担 当す る各

学年の担任教員(任 意参加)を 対象 に水泳の実技

指導を実施 した(図4).ま た,そ の後 にアンケー

ト調査 を実施 す る とともに(図5),フ リー トー

キ ングによ り,そ れぞ れの先生が抱 える課題 を参

加者全員で検 討 し,同 時に指導方法や方 針の共有

化を行 った.

*ア ンケー ト内容 と結果は以下の とお りであ る.

① 性別(男 性6名 ・女性12名)

② 年齢(20代 男性1名 ・女性3名,30代 男性1名 ・

＼

図4教 員対象の実技指導風景
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図5教 員対象のアンケー ト回答風景

女性2名,40代 男性1名 ・女 性2名,50代 男性3

名 ・女性5名)

③ 教員年数(10年 未満男性2名 ・女 性5名,10年

～20年 男性1名 ・女性1名
,20年 ～30年 男性1名 ・

女性3名,30年 以上男性2名 ・女 性3名)

【質問 と回答】

①教員 自身の泳力調査:あ なたは どの程度泳 げます

か?

男性教員6名 全員が,泳 力(ク ロールと平 泳 ぎ)

に 自信 を持 ってお り,泳 法 の知識や その指導力 にっ

いて も 「自信が あ る」 との回答で あ った.一 方,女

性教員で は,12名 全員 が25m以 上 は泳 げる と回答 し,

そ の内約半数 は50m以 上 も泳 ぐことがで き,自 分 自

身の泳力 にっ いては 「あ る程度」 また は 「か な り」

泳 げる との ことであ った.一 一方,児 童 に対す る指導

につ いて の 自信 は,10名 が 「あ ま り自信 が ない」 と

回答 し,「 自信 が ある」 と回答 した2名 は いず れ も

30年 以上 の教 師経 験を持つ50代 のベテ ランで あ り,

経験値の差が表れ る回答 となった.

②水泳指導のコツや工夫についての意見交換と情報

の共有化:

*ク ロール… 「肩を前に出す」「ポイン トを個別に

指導」「体の動か し方を具体的に伝える」「ビデオ

教材を使 って指導する」 「活動前に集中して指導

する」 「きれいなフォーム作 りや息継ぎの仕方を

重点的に指導」 「掛け声や合言葉を使 って分かり
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やす く指導」 「や って見せ(視 覚),や らせ てみ る

(実践),で き ない ポイ ン トを指導」 「低 学年 では

水 に慣れ るメニ ューを考 え る」 「児童各 自の具体

的 な 目標 を設定す る」 「理 解 しやす い言葉 で説 明

す る」 「スモ ールス テ ップで1っ ず つ ク リアー し

てい く」 「音楽の リズ ムなどを使 う」 「子供達同±

の教え合いや学び合いを取 り入れ る」 など多 くの

意見が 出された.

*平 泳 ぎ… 「肘 を立 て,肘 か ら下 を縦 に使 う」 「肘

は脇腹 につ け,手 は合 掌」 などの意見が 出され た.

*こ れ らの意 見を各 教員が参考 に し,今 後 の指導 に

役立て るようにす る.

③水泳指導における困難さにっいての意見交換と情

報の共有化:

*息 継ぎ…部分練習ではできていても,実 際の泳ぎ

と組み合わせるとできない.苦 手な児童は息を吐

けない ・吸えない.頭 が上に上が り横を向けない.

*低 学年一一部の児童の水慣れができない.*頭 で

は理解 していても,体 が思うように動かない児童

への指導.*個 人差が大きく,児 童数も多いので,

個別指導の時間が取れない.*指 導の時間数が少

ない.*習 熟度別に指導 しているが,さ らに細分

化 したきめ細かい指導が したい.*ど う説明すれ

ば伝わるか ・理解 してもらえるかにっいて,い っ

も頭を悩ましている.*わ かりやすい指導の仕方.

*練 習方法の知識獲得や工夫の仕方.*個 人差へ

の対応が難 しい.*安 全面への配慮.*短 い準備

時間と十分な授業時間の確保.*特 別支援の児童

では顔を水にっ けること,息 を止めることが困難

手と脚,息 継 ぎを同時にすることが困難*次 の

ステ ップに移ると,前 に学習 したことができなく

なる.*我 流での泳ぎの癖をなおすこと.*低 学

年の初期の指導が難 しい,な ど現場ならではの具

体的な課題にっいて多 くの意見 ・感想が寄せられ,

種々の意見交換がなされた.

④体育実技に関する意見や要望など:

*器 械運動(マ ッ ト,鉄 棒,跳 び箱)や 縄跳びの苦

手な児童の指導が難 しいので協力 してほ しい.

*教 員志望の大学生に部活指導をお願いしたい.

*大 学生の実技指導での協力をお願い したい.

4.ま とめ

今回,熊 本市立TN小 学校2～6年 生の水泳授業

の観察,指 導 ・助言を行 った.低 学年児童では,筋

力や体力の不足によるボディーバランスの調整力が

低い児童が多く見受けられたものの,高 学年 になる

ほどその数は減少 していた.小 学校低学年から高学

年の時期は心も体も共に急激に成長する時期であり,

同時に筋力や運動能力も飛躍的に向上する2)ことが,

このような変化をもたらす可能性が高 く,し たがっ

て,水 泳授業での泳法や泳力の指導では,低 学年～

高学年までの数年間で,児 童が指導内容を習得でき

れば良いという考えで,教 員は焦 らず粘 り強く指導

に当たってよいのではないかと思われた.

1学 年3ク ラスの合同水泳授業では3名 の教員

が指導に当たっていたが,個 別指導による懇切丁寧

な指導までは手が回らないのが現状である.現 場の

学校(小 ・中)と 大学が連携 し,例 えば将来教員を

目指す大学生が現場に出向き,授 業の補助や児童へ

の指導を行うなどの協力体制の整備が望まれる.
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